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本研究では、ストレスフリーな衣服の開発を目指して、同一デザインで生地のみを紙糸・綿・ポリエステルと

したブラウスを対象に、衣服圧、衣服内の温湿度、表面温度の測定および、着用アンケートを実施して快適性に

ついて検討を行った。衣服圧は背中心部・肩甲骨上部・肩部の 3 点を測定した結果、紙布ブラウスが高い値を示

した。衣服内の温湿度については、紙布ブラウスは着用初期の温度が低く、時間経過に伴う湿度低下が顕著であ

った。着用アンケートでは、紙布ブラウスが「着た直後に冷たい」「涼しい」「軽い」との評価を得た。紙布ブ

ラウスの衣服圧が高いのは、紙布の硬さが原因でセンサーとの接触特性に影響したと思われる。一方で、皮膚と

の接触面積が少ないことが軽さや涼しさの知覚につながったと考えられる。快適性の評価には、衣服圧、衣服内

の温湿度、主観評価を組み合わせた複合的指標が有効であることが分かった。 

 

1 はじめに 

繊維業界では SDGs やフェムケアの潮流を背景に、快

適・ストレスフリーな衣服が求められている。産地企業

からは、「快適性の評価方法が分からない」「紙糸の特

性を製品に反映させたい」などのニーズが寄せられてい

る。そこで、本研究では、当所の評価機器を用い、快適

性評価方法の確立と衣服デザインの開発を目指す。 

 

2 実験 

2.1 衣服圧の測定 

図 1 に示す同一デザインで素材のみをほぼ同じ繊度の

紙糸、綿、ポリエステル（以下、PET）に変えたブラウ

スを対象に快適性評価を行った。衣服圧の測定は、接触

圧測定装置(（株）エイエムアイ・テクノ製 AMI 3037-

10-Ⅱ）を使用し、体型の影響を排除するためボディを用

いた。測定は、あらかじめ衣服圧のかかる箇所として抽

出した背中心部、肩甲骨上部、肩部の 3 点（図 2）で実

施した。 

2.2 衣服内の温湿度の測定 

所内の 30～50 歳代の女性職員 5 名に対して行った。

測定は、小型温湿度計(KN ラボラトリーズ製 ハイグロ

クロン)を腹部および腰部に貼付し、その上から図 1 の

各ブラウスを直接肌に着用し 15 分間測定した。実験環

境は室温 30℃、相対湿度 65%RH とした。 

2.3 衣服の表面温度の測定 

着用直後と 15 分後にサーモカメラ(NEC Avio 赤外線

テクノロジー（株）製 赤外線サーモグラフィ―R300)

を用いて表面温度を測定した。 

2.4 着用アンケートの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着た直後の冷温感、涼しさ、軽さ、風通し、肌触り、

通気性の 6 項目について、5 段階評価のアンケート（SD

法）を実施した。 

 

3 結果及び考察 

3.1  衣服圧の測定結果  

図 3 のとおり、測定箇所における衣服圧の測定結果

（図 2 に示す測定箇所の②と③、④と⑤の平均値）では、

紙布ブラウスが肩甲骨上部および肩部で高い値を示し、

綿布ブラウスは肩部でやや高い値を示した。PET布ブラ

ウスは全体的に低い傾向を示した。紙布ブラウスは曲げ
 * 繊維・紙業部 

 
図 1 実験に用いたブラウス（左から紙布、綿布、ポリ

エステル布） 
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図 2 衣服圧測定箇所（①背中心部 

②③肩甲骨上部 ④⑤肩部 
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剛性が高いことが報告 1)されており、センサーに面で接

触しやすいため、衣服圧が高く測定されたと考察する。 

3.2 衣服内の温湿度の測定結果 

図 4 に示すように、3 種類のブラウスにおける衣服内

温度（腹部と腰部の平均値）は時間経過とともに収束す

る傾向が見られた。紙布ブラウスは着用直後の温度が低

く、時間経過に伴う湿度の低下が顕著であった。PET布

ブラウスは着用直後の湿度が高く、その後大きく低下す

るが着用 10 分後から上昇傾向を示した。綿布ブラウス

は湿度変化が小さかった。 

3.3 衣服の表面温度の測定結果 

衣服の表面温度は、皮膚の表面温度が衣服に伝わりや

すい鎖骨下の箇所の測定値を抽出した。図 5 に示すよう

に、紙布ブラウスでは変化が小さく、綿布および PET

布ブラウスでは上昇傾向が認められた。紙布ブラウス着

用時の皮膚表面温度は、他の 2 種類と比較して低く、経

時変化が少ないと考えられる。 

3.4 着用アンケートの実施結果 

図 6 に示す着用アンケート結果（SD プロフィール）

では、紙布ブラウスが「（着用直後）冷たい」「涼しい」

「軽い」と評価された。衣服圧の測定値は高いが、生地

は自立して皮膚への接触が少ないため、軽さ・涼しさの

知覚と整合する結果となった。紙布の接触冷感（qmax）

の高さが着用初期の温度の低さと主観的冷感に寄与した

と考えられる。PET布ブラウスは「暑い」「風通しが悪

い」と評価された。綿布ブラウスは全項目において中庸

な評価であった。 

 

4 まとめ 

本研究により、素材差に基づくブラウスの快適性に関

する傾向が把握できた。紙布ブラウスは衣服圧が高めで

あるが、接触冷感・涼しさ・軽さの主観評価が高かった。

快適性評価は、物理量（衣服圧・温湿度）と主観評価を

統合した複合的指標で行う必要があることが確認できた。

今後はパンツの快適性評価へと対象を拡張し、身体負担

の少ないデザインの試作と評価を進める。 
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図 3 衣服圧の測定結果 
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図 5 ブラウスの表面温度 
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図 6 着用アンケートの結果 

 

図 4 衣服内の温湿度 
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